
導入では、課題に対する解決の見通しを立
てます。追究場面では、教師による提示資料
だけではなく、課題解決の見通しに沿って、
情報を収集します。例えば単元を通して配付
された複数の資料から必要な資料を選択した
り、タブレット端末を活用して必要な情報を
収集・選択したりする工夫が大切です。

中学校 第３学年 社会科「これからの人権保障」

○課題解決の見通しに沿った資料の選択、情報の収集・選択

課題解決に向けた追究場面では、個人で追
究を進めるだけでなく、追究の視点ごとにグ
ループを作ったり、仲間のもとへ行って相談
したりしながら追究するとよいです。自らの
学習状況に応じて生徒自身が学習方法を選択
しながら追究できるような工夫が広がってい
ます。

○課題解決に向けた追究場面での学習方法の選択



個々の考えをタブレット端末を活用して共有・確認したり、異なる立場
ごとにグループを組んで議論したりすることで、自らの考えを深めたり、
広げたり、再構築したりできます。追究に用いた資料別や課題に対する立
場別にカードの背景色を変えて視覚的に比較しやすくし、目的意識をもっ
た交流につなげます。
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○タブレット端末を活用した考えの共有
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